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健康・安全 学校・家庭生活 余暇・地域生活 進路・就労

評 価

学習

 外部機関への提供　（ 可  ・ 否  ）      

性別 学校名 学年 策定日(更新年月日)

氏名 高等部1年

療育手帳 2種 再認定
[判定] 作成者(担当)

身障者手帳 1級 1種 再認定
[判定]

計画相談員
(担当者名・事業所)

ジェンキンス　
邦子

相談支援事業所
PONO

１.本人(☆)・保護者(○)の願い[学校生活への期待、成長への願い]

○集団活動をとおして、基礎学習を身につけ友人をたくさんつくりたい。
○自立し、社会人の一人として、仕事をし社会貢献できるようになりたい。

☆自分の興味・関心を広げ様々なことに挑戦して欲しい。（中３）

視覚障害により文字の読み取りが苦手なため、本人にあった学習方法を取り入れて欲しい。

２.将来の社会参加につなげるために、身につけさせたい力

「基本的生活習慣/身辺自立」
「機能訓練/自己管理」  

「学習方法」「認知」
「集団活動」「役割」

「社会性」「余暇」「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」
「移動・公共施設」 

「作業」「マナー」
「金銭教育」「一般知識」

○自分自身で体調管理できるように
したい。
・体力をつけ、楽しく学校生活を送
って欲しい。
・自分の身体の状態を人に伝え、健
康や衛生面に気を付けて日常生活を
送って欲しい。
・日常生活動作名、支援をお願いす
ること、自分でもできることを整理
して将来に繋げて欲しい。

○身の回りのことなど、できること
を増やしいろいろな活動にも参加し
たい。
・幅広く様々なことを経験し、学習
して欲しい。
・ICT情報機器(iPad等)の操作に慣
れ音声入力にて文章したり、メール
をしたり、日常生活の様々な場面で
使えるようになって欲しい。

○部活動をしたい。
・同学年や異学年の友達とのコミュ
ニケーションや集団活動に楽しさを
感じて、何でも意欲的に取り組んで
欲しい。
・自らの思いを言葉にして伝えて欲
しい。

○進路学習に積極的に取り組み、将
来自分に合った仕事を見つけそれに
向けて頑張りたい。
・各行事や集会で、挨拶や司会など
自分の役割を意欲的に取り組めるよ
うになって欲しい。
・卒業後は、自立生活ができるよう
になってほしい。

３.長期目標
（３年間）

・ICT情報機器を活用しながら、自分の意思を相手に伝えることができるなど、日常生活の様々な場面で使えるようになる。
・高等部生活の流れを把握し、集団の中で人との関わりについて学ぶことができる。
・様々なことに挑戦し、いろいろな分野の興味・関心を広げることができる。
・障害の特性の理解を深め、自ら生活環境に主体的に働きかけ、より学習や生活をしやすい環境を整える力を身に付けることが
できる。

４.短期目標
(1年間)

観 点 目標 支援の内容[手立て(合理的配慮等)]

健康/医療

・自分自身で体調を意識し、管理できる自己管理
能力を身に付ける。
・授業の合間などに、一人でもできる簡単な体操
やストレッチを、毎日自分自身で意識して取り組
むことができる。

・体温やその日の温度・湿度、授業内容を確認
することで、水分補給の時間や回数を意識させ
る。
・学校生活の中で、ストレッチが必要な体の部
位を意識させ、車椅子上でも可能な運動を適宜
行う。

・学習における課題（視知覚認知障害等）の特性
を認識し、改善方法を考え、行動する習慣を身に
付けることができる。
・様々な分野の知識を身に付け、体験を増やし、
状況に応じて考えることができるようにする。

・ICT情報機器や特性に合わせた教材・教具を
作成し活用することで障害特性への認知を深め
、社会的自立に向けて意識を高める。

余暇/地域生活

・自己を見つめ、自己を知り、自己を大切にし、
他者の思いや考えに耳を傾けることができる。
・体を動かす余暇活動を増やす。

・オンラインでの交流学習などをとおして、同
年齢の生徒と関わる機会を設定する。
・放課後等を活用し、ボッチャを継続して取り
入れる。

就労/進路

・自己の役割や与えられた仕事に責任をもち最後
まで行うことができる。
・自己の進路選択に必要な情報を収集し、進路先
を決定する。
・就きたい職業について調べ、自分に必要なこと
は何かを考える。

・保険係として健康観察簿を毎日管理すること
で、仕事への責任感を養う。
・総合的な学習の時間を活用し、自分がやりた
い仕事、自分にできる仕事の情報を集め、進路
先や就職先など将来のイメージを持たせる。

５.評価(成果)
・達成できたこと(継続したい取り組み)

・与えられた役割を、積極的に行うとともに、最後までやり遂げる粘り強さと責任感がある。
・自らの課題と向き合い、改善点や解決方法を考え、実践し、自己評価することの大切を理解しており、継続
的に取り組むことで問題解決能力が身に付きつつある。
・自己に適した目標を設定し、目標達成に向けて取り組みを計画し実践することができた。また、自分の取り
組みを振り返ることで課題をみつけ次の目標を立てることができた。

６.引き継ぎ
・課題：今後、支援を要すること

・同年代との交流の機会が乏しく、一人での活動が多かったために、今後、良好な人間関係を築く能力を身に
付けていく必要がある。
・学校やセンターにおいて職員が支援する機会が多く、行動において受動的な面が多々見られた。社会的自立
を考えると、主体的に行動できるようになるために、今後、様々なことを経験できる機会をたくさんつくり、
自ら選択・決定し、支援者に伝える経験を重ねる必要がある。

　上記内容について、了解し確認しました。

保護者氏名　　　　　　　　          　　　印
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